








乳児ビタミン K欠乏性出血症の病因は,現在の所,特発性が大多数を占めている。しかし，

ビタミンK依存性凝固因子の合成の場は肝臓であり,またビタミンKの吸収には胆汁酸が必

要であることより，本症の病因を考える上で，肝胆道系疾患は無視できないものと考えら

れる。我々は,特発性とされている中にも潜在的な肝障害が基礎として存在する可能性があ

ると考え,本症における肝障害について検討した。 


